（４）田後山の地質

　田後山の地質は地表に近い所は、大山の噴火による火山灰・火山砂・軽石が堆積している。

　しかし田後山は、倉吉市北部の大平山を中心とする山々の一部で、第３紀鮮新世の前半に形成されたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かんらん),橄欖)石玄武岩を本体としている。

　田後より登る大平農道の入口、田後山の西端には玄武岩の柱状節理や風化した玄武岩の崖を見ることが出来る。また田後山の傾斜面にいくつかの玄武岩の転石がある。
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